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主なお知らせ主なお知らせ

裾野市と共同による新火葬場の整備方針をお知らせします　２～５
みんなで支え愛♡　国民健康保険制度　　　　　　　　　　６～９
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　町では、日本一のがん検診受診率を目指すため、がん検診の個人負担金を無料にし
ました。皆さん、積極的にがん検診を受診しましょう！
　表紙にスマホをかざすと「がん検診PR動画」を見ることができます。

がん検診を受診しましょう！～個人負担金無料～
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新火葬場
整備予定地 東
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裾野市と共同による新火葬場の整備方針
をお知らせします

新
火
葬
場
の
整
備
方
針

■
基
本
方
針

①�

最
後
の
お
別
れ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
す
る

　

�　
誰
に
で
も
訪
れ
る
人
生
の
終
焉
、

そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
や
す
ら
ぎ
と

品
位
を
持
っ
た
施
設
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

②
故
人
を
し
の
び
、
悲
し
み
を
癒
し
、

　
慈
し
み
を
感
じ
る
施
設
と
す
る

　
�　

大
切
な
人
を
し
の
び
、
送
る
場
と

し
て
別
れ
の
悲
し
み
に
対
す
る
癒
し

と
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う

と
す
る
慈
し
み
を
与
え
る
施
設
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

③�

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
、
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
大
切
に
さ
れ
る
施
設
と

す
る

　

�　
周
辺
環
境
と
調
和
し
、
地
域
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
共
に
、
自
然
と
共

生
す
る
施
設
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
④�

維
持
・
管
理
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い

施
設
と
す
る

　

�　
省
エ
ネ
・
省
資
源
や
、
高
耐
久
な

構
造
体
と
内
外
仕
上
げ
材
の
使
用
な

ど
、
維
持
・
管
理
費
の
削
減
を
見
据

え
ま
す
。

■
将
来
火
葬
需
要
の
予
測

　
町
と
裾
野
市
の
年
間
死
亡
者
数
は
、

平
成
27
年
は
８
９
５
人
で
し
た
が
、ピ
ー

ク
と
な
る
平
成
52
年（
２
０
４
０
年
）に

は
、
約
40
％
増
の
１
２
５
４
人
と
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、火

葬
需
要
に
お
い
て
も
、平
成
27
年
は
、８

８
３
件
で
し
た
が
、
ピ
ー
ク
と
な
る
平

成
52
年
に
同
じ
く
約
40
％
増
の
１
２
３

３
件
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
）

　昨年の広報ながいずみ12月１日号でお知らせしましたとおり、老朽化が著しい町火葬場については、裾野
市との共同整備に向けて取り組んでいます。
　このほど、両市町で共同整備した場合の将来の火葬需要に応じた火葬炉の算定、施設概要・規模、整備費
用、運営方法・コストなどの調査がまとまり、５月28日㈯にベルフォーレで、NPO法人日本環境斎苑協会
による基調講演と住民説明会を開催しました。ここでは、多くの住民の皆さんに町火葬場に取り巻く状況を
正確に理解していただくため、住民説明会で説明した調査結果に加え、当日の質疑応答でいただいた意見な
どを紹介します。

■
整
備
場
所

・�

裾
野
市
今
里
３
４
３

-
１

　

�（
現
在
の
裾
野
市
斎
場
お
よ
び
隣
接
地
）

・�

敷
地
面
積　
１
万
１
３
１
９
㎡

※�

裾
野
市
運
動
公
園
の
南
側
に
位
置
し

ま
す
。

■
交
通
ア
ク
セ
ス

　
役
場
付
近
か
ら
国
道
２
４
６
号
な
ど

を
経
由
し
、
片
道
13
・
５
㎞
（
所
要
時

間
約
20
～
26
分
）

※�

平
日
、
早
朝
の
通
勤
時
間
帯
の
移
動

で
は
、
所
要
時
間
が
延
び
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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▲待合室（イメージ）

【写真提供：収骨室（大分県豊後高田市）、待合室（伊豆市）】

▲キッズルーム（イメージ）

▲収骨室（イメージ）

【
待�

合
室
】

　
１
室
あ
た
り
30
～
50
人
程
度
が
利
用

可
能
な
部
屋
を
５
室
程
度
整
備
し
ま
す
。

【
授�

乳
室
・
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
】

　
乳
幼
児
を
も
つ
遺
族
の
た
め
の
授
乳

室
と
、子
ど
も
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
整
備
し
ま
す
。

■
火
葬
炉
の
整
備

　
将
来
火
葬
需
要
の
予
測
か
ら
、
年
間

死
亡
者
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
平
成
52

年
を
考
慮
し
、
予
備
炉
を
含
む
６
基
の

火
葬
炉
が
必
要
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

平
成
39
年
度
ま
で
は
４
基
で
対
応
可
能

で
あ
る
た
め
、６
基
を
整
備
す
る
ス
ペ
ー

ス
は
確
保
す
る
も
の
の
、
施
設
開
始
時

は
４
基
の
火
葬
炉
を
整
備
し
ま
す
。

■
概
算
事
業
費

工
事
費
／
約
14
億
２
千
万
円

年
間
維
持
管
理
費
／
約
４
千
万
円

　
（
委
託
料
、
修
繕
費
な
ど
を
含
む
）

※�

こ
れ
ら
の
事
業
費
は
、
原
則
、
両
市

町
の
人
口
に
応
じ
て
負
担
し
ま
す
。

□
町
負
担
分

工
事
費
／
約
６
億
円

年
間
維
持
管
理
費
／
約
１
８
０
０
万
円

■
運
用
開
始

　
平
成
33
年
度
予
定

■
施
設
構
成

火�

葬
部
門
／
炉
室
、
監
視
室
、
休
憩
室
、

残
灰
処
理
室
、
機
械
室
、
炉
前
ホ
ー

ル
（
告
別
室
・
収
骨
室
）

待�

合
部
門
／
待
合
室
、
授
乳
室
、
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
、
給
湯
室

共�

有
部
門
／
車
寄
せ
・
玄
関
ホ
ー
ル
、

廊
下
・
ラ
ウ
ン
ジ
、
ト
イ
レ
、

　
喫
煙
室

管
理
部
門
／
会
議
室
、
事
務
室

外
構
部
門
／
緑
地
・
庭
園
、
駐
車
場

■
施
設
機
能

【
玄�

関
ホ
ー
ル
】

　
尊
厳
性
と
品
格
を
備
え
た
仕
様
と
し

ま
す
。

【
炉�

前
ホ
ー
ル
】

　
故
人
最
後
の
お
見
送
り
の
場
と
し
て
、

棺
運
搬
台
車
な
ど
の
移
動
や
多
く
の
遺

族
な
ど
が
集
え
る
広
さ
と
空
間
を
確
保

し
ま
す
。

【
収�

骨
室
】

　
焼
骨
と
の
対
面
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間

を
確
保
し
ま
す
。

【
会�

議
室
】

　
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

小
規
模
で
通
夜
を
伴
わ
な
い
日
中
の
み

の
葬
儀
に
も
対
応
し
ま
す
。

【
駐�

車
場
】

　
普
通
車
80
台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
５
台

程
度
を
駐
車
で
き
ま
す
。

※�

通
夜
・
告
別
式
を
行
う
式
場
を
併
用

す
る
と
、
建
築
費
が
約
１
・
７
倍
と

な
り
、
維
持
管
理
費
も
大
幅
な
増
額

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
両
市
町
な
ど

に
は
す
で
に
民
間
葬
儀
場
が
あ
る
た

め
、
式
場
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

運�

営
主
体
／
す
で
に
両
市
町
で
設
置
し

て
い
る
一
部
事
務
組
合
に
よ
る
運
営

が
可
能

整�

備
用
地
／
裾
野
市
が
確
保
済
み
（
原

則
、
新
た
な
町
の
負
担
は
な
し
）

事�

業
費
／
町
が
新
た
な
場
所
に
単
独
で

火
葬
場
を
整
備
し
た
場
合
に
、
工
事

費
約
10
億
８
千
万
円（
近
隣
市
実
績
）、

維
持
管
理
費
約
４
千
万
円
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
共
同
整
備
の
場
合
は
、

町
負
担
額
が
工
事
費
約
６
億
円
、
維

持
管
理
費
約
１
８
０
０
万
円
の
想
定

で
整
備
・
維
持
管
理
が
可
能

基�

盤
整
備
／
ア
ク
セ
ス
道
路
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン（
電
気
・
上
水
道
）整
備
済
み

使
用
料
／
両
市
町
民
と
も
に
無
料

火
葬
１
件
あ
た
り
の
コ
ス
ト
／

　
新
火
葬
場　
約
４
万
円
（
想
定
）

　
現
火
葬
場　
５
万
１
９
０
３
円

法�

規
制
／
建
築
基
準
で
あ
る
都
市
計
画

決
定
が
十
分
可
能

そ�

の
他
／
地
元（
現
裾
野
市
斎
場
周
辺
）

の
合
意
形
成
が
あ
り
、
原
則
、
新
た

な
環
境
補
償
費
な
ど
の
発
生
は
な
し

共
同
整
備
の
優
位
性（
メ
リ
ッ
ト
）
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Ｑ�

１
．
都
市
部
の
火
葬
場
で
、
小
規
模

で
街
中
に
あ
る
火
葬
場
の
状
況
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ�

１
．
東
京
都
な
ど
都
市
部
の
火
葬
炉

は
10
基
以
上
が
主
で
、
小
規
模
の
火

葬
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
周
辺

環
境
に
配
慮
し
た
整
備
で
あ
り
、
住

宅
地
周
辺
の
火
葬
場
に
つ
い
て
も
緩

衝
地
帯
を
設
け
、
外
部
か
ら
目
立
た

な
い
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
環
境
斎
苑
協
会
）

Ｑ�

２
．
火
葬
１
件
あ
た
り
の
コ
ス
ト
が
、

新
火
葬
場
の
方
が
安
価
と
な
っ
て
い

る
が
、
５
年
後
に
億
単
位
の
修
繕
費

が
か
か
っ
て
も
同
じ
コ
ス
ト
か
。

Ａ�

２
．
新
火
葬
場
の
管
理
運
営
は
、
今

後
、
※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
な
ど
、
長
期
に

渡
り
安
定
的
、
効
率
的
な
手
法
の
導

入
を
検
討
し
て
お
り
、基
本
的
に
は
、

新
設
後
の
短
期
間
に
億
単
位
の
修
繕

が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
、
公
共
施
設
の
整
備

に
民
間
の
資
金
や
技
術
力
、
経
営
能
力

を
活
用
す
る
手
法
で
す
。

　
５
月
28
日
㈯
に
行
い
ま
し
た
「
新

火
葬
場
整
備
に
関
す
る
説
明
会
」
に

て
質
問
が
で
ま
し
た
の
で
、
そ
の
時

の
回
答
に
補
足
を
加
え
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ�

３
．
共
同
整
備
に
賛
成
で
、
場
所
も

申
し
分
な
い
。
裾
野
市
と
の
共
同
整

備
を
決
定
し
た
「
総
合
的
な
判
断
」

の
詳
細
は
。
ま
た
優
位
性
は
。

Ａ�

３
．
今
回
の
火
葬
場
事
業
は
、
建
築

費
、
運
営
コ
ス
ト
の
み
を
重
視
す
る

の
で
は
な
く
、
交
通
利
便
性
、
周
辺

環
境
へ
の
影
響
、
施
設
の
充
実
、
基

盤
整
備
の
状
況
、
周
辺
住
民
の
合
意

形
成
な
ど
の
要
因
か
ら
、
総
合
的
に

判
断
し
ま
し
た
。「
遠
い
、
不
便
」
と

反
対
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
現
在
、

皆
さ
ん
が
葬
儀
場
か
ら
現
火
葬
場
ま

で
要
す
る
移
動
を
考
慮
し
て
も
、
30

分
以
内
に
あ
る
場
所
が
本
当
に
遠
い

も
の
か
、
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。（
優
位
性
は
、
３
ペ
ー
ジ

下
部
に
記
載
）

Ｑ�

４
．
将
来
的
な
公
共
施
設
の
建
て
替

え
な
ど
に
よ
る
維
持
管
理
費
を
考
え

れ
ば
共
同
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
広

域
の
共
同
整
備
に
よ
る
長
期
的
な
メ

リ
ッ
ト
は
。

Ａ�

４
．
新
火
葬
場
の
維
持
管
理
面
は
、

共
同
整
備
の
場
合
、
現
火
葬
場
と
比

べ
て
年
間
約
２
０
０
万
円
の
削
減
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

市
の
例
か
ら
、
単
独
で
同
規
模
の
火

葬
場
を
建
設
、
維
持
管
理
し
た
場
合

よ
り
、
年
間
約
１
０
０
０
万
円
削
減

が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
長
期
的
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。
数
十
年
後
の
建
て

替
え
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
時
点
で
単

独
も
し
く
は
共
同
で
の
整
備
費
用
を

比
較
し
、
安
価
と
い
う
だ
け
で
議
論

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ�

５
．
町
は
、
議
会
で
現
火
葬
場
の
場

所
に
新
た
に
火
葬
場
を
建
築
で
き
な

い
と
説
明
し
て
い
る
が
、
特
定
行
政

庁
（
県
）
の
許
可
が
あ
れ
ば
出
来
る
。

法
律
的
に
本
当
に
で
き
な
い
の
か
。

Ａ�

５
．
火
葬
場
を
建
築
す
る
場
合
は
、

建
築
基
準
法
第
51
条
等
の
関
係
法
令

に
お
い
て
、「
都
市
計
画
決
定
、
同

法
第
51
条
た
だ
し
書
き
に
よ
る
県
の

許
可
、
同
た
だ
し
書
き
の
政
令
で
定

め
る
規
模
の
増
築
」
し
か
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
現
火
葬
場
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
の
規
定
に
も
該
当
し

な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
地
で
の
建
築

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
静
岡
県
に
も
確
認
し
、
正
し
い
解

釈
と
の
確
認
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ�

６
．
現
裾
野
市
斎
場
の
土
地
に
対
し
、

町
が
多
額
の
賃
借
料
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
広
域
反
対
派
の
説
明

会
で
言
わ
れ
て
い
る
が
本
当
か
。

Ａ�

６
．
現
在
、
両
市
町
の
協
議
の
中
で

は
、
裾
野
市
が
所
有
し
て
い
る
土
地

に
対
す
る
町
の
賃
借
料
は
発
生
し
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

７
．「
自
治
会
連
合
」
と
い
う
団
体

が
広
域
反
対
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。自
治
会
、

区
の
責
任
者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
区

長
会
」
と
は
違
う
の
か
。

Ａ�

７
．
区
長
会
は
、
新
火
葬
場
整
備
の

賛
否
の
活
動
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

町
民
か
ら
も
「
紛
ら
わ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
多
い
た
め
、「
区
長
会
は

広
域
反
対
だ
」
と
い
う
発
言
を
し
て

い
る
方
に
発
言
の
撤
回
要
求
を
行
う

と
と
も
に
、
自
治
会
連
合
と
称
し
活

動
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、
区
長
会

長
が
区
長
会
を
類
推
さ
せ
る
紛
ら
わ

し
い
名
称
に
つ
い
て
は
今
後
、
使
用

し
な
い
よ
う
要
望
を
し
ま
し
た
。

Ｑ�

８
．
大
事
な
問
題
は
、
全
体
の
声
を

聴
い
て
み
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

一
方
的
な
説
明
だ
け
で
な
く
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
住
民
の
意
向
を

確
認
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

▲説明会の様子
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Ａ�

８
．
火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・

反
対
の
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
町
は
従
来
よ
り
住
民

代
表
の
方
々
か
ら
意
見
を
聴
い
て
、

そ
れ
を
基
に
判
断
し
、
住
民
代
表
で

あ
る
議
会
に
諮
る
と
い
っ
た
議
会
制

民
主
主
義
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い

ま
す
。
住
民
の
意
見
が
分
か
れ
、
判

断
が
難
し
い
事
業
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

単
に
住
民
の
賛
否
の
確
認
を
も
っ
て

判
断
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ�

９
．
富
士
山
で
は
低
周
波
地
震
だ
け

で
な
く
本
格
的
な
地
震
も
起
き
て
い

る
。
な
ぜ
危
な
い
所
に
お
金
を
か
け

て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ�

９
．
富
士
山
噴
火
も
含
め
、
自
然
災

害
は
い
つ
起
き
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
、

総
合
的
な
判
断
で
共
同
整
備
を
決
定

し
ま
し
た
。

Ｑ�

10
．
町
が
６
０
０
万
円
か
け
て
作
っ

た
資
料
に
現
在
地
に
３
階
建
て
で
建

て
替
え
る
イ
メ
ー
ジ
図
が
あ
る
。
都

合
が
悪
い
か
ら
示
さ
な
い
の
か
。

Ａ�

10
．
平
成
24
年
度
に
現
地
建
て
替
え
、

町
内
移
転
、
広
域
整
備
を
想
定
し
た

調
査
を
約
４
７
０
万
円
を
か
け
て
実

施
し
ま
し
た
。
現
火
葬
場
の
場
所
は

法
的
に
建
築
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
選
択
肢
と
な
ら
な
い
資
料
は

示
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
説
明
会
で
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す

■
火
葬
場
は
人
里
離
れ
た
静
か
な

　
場
所
に

・�

現
火
葬
場
の
隣
に
お
墓
が
あ
り
、
お

墓
参
り
は
火
葬
参
列
者
が
少
な
い
時

間
帯
に
行
っ
て
い
ま
す
。
父
の
葬
儀

は
現
火
葬
場
で
行
い
ま
し
た
が
、
人

里
離
れ
た
静
か
な
場
所
で
見
送
り
た

か
っ
た
で
す
。

■
早
期
共
同
整
備
に
向
け
て
、

　
さ
ら
に
正
確
な
情
報
提
供
を

・�「
ご
み
置
き
場
は
自
分
の
家
の
前
に

は
置
き
た
く
な
い
。
離
れ
た
場
所
な

ら
良
い
」
と
い
う
意
見
を
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
火
葬
場
も
自
分
の
区
に
は

反
対
だ
が
、
町
内
に
は
ほ
し
い
と
い 

う
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
町
に
必
要
な
施
設
で
あ
る
た
め
、

早
期
に
共
同
で
整
備
し
て
い
た
だ
き
、

町
に
は
、
さ
ら
に
正
確
な
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

■
現
火
葬
場
が
あ
る
地
元
区
の
受

　
け
入
れ
は
Ｎ
Ｏ

・�

現
火
葬
場
の
あ
る
地
元
区
で
は
、
区

総
意
で
現
地
建
て
替
え
は
反
対
で
す
。

区
と
し
て
共
同
整
備
に
反
対
す
る
の

な
ら
、
区
と
し
て
受
け
入
れ
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
在
地
で
の
建
て
替
え
は
不
可
能
で

あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
区
内
の
場
所
も

大
反
対
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
共
同
整

備
に
反
対
の
方
々
は
、
自
分
た
ち
で

周
辺
住
民
の
同
意
を
得
た
う
え
で
、

受
け
入
れ
先
を
確
保
し
、
町
に
示
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■�

説
明
会
後
に
町
長
へ
の
手
紙
で

寄
せ
ら
れ
た
質
問
や
意
見
を
紹

介
し
ま
す
。

Ｑ�

１
．
火
葬
炉
４
基
で
14
億
２
千
万
円

と
の
報
告
で
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の

費
用
は
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ�

１
．
工
事
費
約
14
億
２
千
万
円
に
は
、

火
葬
場
施
設
に
関
し
て
想
定
さ
れ
る

計
画
・
設
計
、
建
築
・
整
備
工
事
、

造
成
・
土
木
工
事
、
外
構
工
事
、
仮

設
工
事
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
町
と
裾
野
市
の
人
口
割
り
に

し
た
数
字
が
、
町
の
負
担
額
と
な
り
、

そ
の
ほ
か
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ｑ�

２
．
新
火
葬
場
の
維
持
管
理
費
を
安

価
に
す
る
た
め
、
修
繕
費
を
見
込
ん

で
な
い
の
で
は
。

Ａ�

２
．
維
持
管
理
費
に
は
、
火
葬
炉
の

燃
料
費
（
現
在
の
想
定
は
ガ
ス
代
）、

運
転
管
理
業
務
や
設
備
機
器
の
保
守

点
検
業
務
な
ど
の
委
託
費
に
加
え
、

経
年
劣
化
へ
の
対
応
を
含
め
、事
業
当

初
か
ら
修
繕
費（
年
間
３
０
０
万
円
）

を
含
め
た
費
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

（
意
見
）

・�

現
地
建
て
替
え
は
非
常
に
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
前
・
地
元
区
長
が
発
言

し
て
い
た
よ
う
に
、
迷
惑
施
設
と
言

わ
れ
て
い
る
施
設
を
地
元
区
や
周
辺

住
民
が
建
設
を
容
認
す
る
こ
と
は
困

難
だ
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
自
分
の

近
く
に
は
建
て
て
ほ
し
く
な
い
と
言

う
人
が
大
半
だ
と
思
い
ま
す
。

・�

地
元
に
建
設
す
る
こ
と
に
対
し
、
周

辺
住
民
や
自
治
会
か
ら
反
対
運
動
が

起
こ
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

な
ぜ
、
裾
野
市
内
へ
の
整
備
に
対
し

て
町
内
で
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い

る
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
町
も
毅
然

と
し
た
姿
勢
で
裾
野
市
と
の
共
同
整

備
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

▲現火葬場
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みんなで支え愛
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♡
国民健康保険制度

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療機関にかかることができるように
加入者の皆さんがお金を出し合い、助け合う制度です。その運営は町（保険者）が行い、加入者の保
険税で賄われています。
　また、町は国保の運営だけでなく、加入者の皆さんの健康のために事業を行っています。

早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
に

　
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
特
定
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

６
６
３
７
人
の
対
象
者
の
う
ち
、
２
７

５
１
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
受
診
し
た
方
の
結
果
を
み
る
と
、
血

圧
、
血
中
脂
質
、
血
糖
値
の
検
査
項
目

で
異
常
が
見
ら
れ
た
方
が
多
く
い
ま
し

た
。（
グ
ラ
フ
２
）

　
血
圧
や
血
中
脂
質
、
血
糖
値
が
高
い

状
態
が
続
く
と
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
生

活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

■
24
時
間
電
話
相
談

　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
増
進
を
目

的
に
、
24
時
間
の
電
話
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
や
医
療
、介
護
、育
児
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
の
相
談
に
、
医

師
や
保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門
家

が
お
答
え
し
ま
す
。

　
電
話
相
談
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
緊

急
時
を
除
い
て
休
日
・
夜
間
な
ど
の
時

間
外
受
診
を
で
き
る
だ
け
控
え
、
同
じ

病
気
で
複
数
受
診
を
や
め
る
な
ど
、
医

療
機
関
へ
の
か
か
り
方
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
、
医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
／

☎
０
１
２
０

-

７ナ
ガ
イ
ズ
ミ

１
３

-

２ニ

‐
８ハ

ロ
ー６

相
談
料
／
無
料

相
談
時
間
／
24
時
間
（
年
中
無
休
）

　
グ
ラ
フ
１
は
長
泉
町
の
１
人
あ
た
り

の
医
療
費
の
平
均
（
年
額
）
の
推
移
を

表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
長
泉
町
、
県
内

市
町
平
均
と
も
に
、
医
療
費
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
泉
町

の
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
過
去
５

年
間
す
べ
て
県
内
市
町
の
平
均
よ
り
も

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
町
の
国
保
加
入
者
の
医
療
費
が
最
も

か
か
っ
た
疾
病
を
み
る
と
、
悪
性
新
生

物
（
が
ん
）、高
血
圧
症
、慢
性
腎
不
全

と
い
っ
た
、
生
活
習
慣
病
と
関
係
す
る

疾
病
が
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。（
表
１
）

「データヘルス計画」を作りました
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は

　
「
長
泉
町
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
は

健
康
・
医
療
情
報
を
活
用
し
、
効
果
的

で
効
率
的
な
保
健
事
業
の
実
施
を
図
る

た
め
に
国
保
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
の
検
査
デ
ー
タ
な
ど
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
加
入

者
の
疾
病
、
治
療
の
状
況
を
把
握
・
分

析
し
、
保
健
事
業
や
医
療
費
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
の
医
療
費
の
現
状

課
題
は

「
生
活
習
慣
病
の
改
善
」

病　名 割　合
１位 悪性新生物（がん） 27.2％
２位 高血圧症 10.2％
３位 慢性腎不全（人工透析あり） 9.7％
生活習慣病に関係する疾病
・悪性新生物（がん）
・高血圧症
・糖尿病
・脂質異常症
・脳血管疾患

町の国保加入者の疾病別医療費の割合表１

１人あたりの医療費の平均（年額）グラフ１

Ｈ27年度Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度Ｈ23年度

304,700
280,011

346,305
324,413317,625

306,671299,751
298,072

301,407
286,889

0

50,000

200,000

300,000

100,000

150,000

250,000

350,000
(円)

■長泉町

■県内市町
　平均
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■
集
団
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
個
別
だ
け
で
な
く
、
集

団
特
定
健
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

日
は
受
診
で
き
な
い
、
病
院
は
苦
手
と

い
う
方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

実�

施
日
／
９
月
25
日
㈰
、10
月
30
日
㈰
、

11
月
20
日
㈰　
午
前
９
時
～
正
午

※�

性
別
に
よ
り
検
診
の
時
間
帯
が
異
な

り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
に

　
町
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
特
定
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

６
６
３
７
人
の
対
象
者
の
う
ち
、
２
７

５
１
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　
受
診
し
た
方
の
結
果
を
み
る
と
、
血

圧
、
血
中
脂
質
、
血
糖
値
の
検
査
項
目

で
異
常
が
見
ら
れ
た
方
が
多
く
い
ま
し

た
。（
グ
ラ
フ
２
）

　
血
圧
や
血
中
脂
質
、
血
糖
値
が
高
い

状
態
が
続
く
と
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
生

活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
は
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
等

の
効
能
や
効
果
を
持
つ
薬
で
す
。
新
薬

よ
り
も
安
価
な
た
め
、
利
用
す
る
こ
と

で
医
療
費
の
節
約
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
も
軽
く
な
り
ま

す
。

※�

す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
代
が
下
が
っ
て
も
、
自
己
負
担
額

が
新
薬
の
使
用
時
と
変
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

※�

服
用
す
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
変
更
で
き
る
か
医
師
や
薬
剤
師

に
相
談
し
、
自
分
に
あ
っ
た
薬
を
選

択
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・�

人
間
ド
ッ
ク
受
診
料
助
成
、
が
ん

検
診
無
料
化

・�

健
康
講
座
や
出
前
講
座
の
開
催

・�
福
祉
健
康
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト

で
の
健
康
意
識
の
啓
発
や
健
康
診

査
の
受
診
勧
奨

・�

若
年
者
向
け
健
康
啓
発
事
業
な
ど

の
検
討

・�

重
複
多
受
診
の
方
へ
の
保
健
師
に

よ
る
訪
問
指
導�

な
ど

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
で
は
次
の

５
つ
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

①
特
定
健
診
の
受
診
者
を
増
や
す

②
特
定
保
健
指
導
の
利
用
を
勧
奨

③
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策

④�

生
活
習
慣
病
予
防
の
知
識
普
及
、啓

発
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

⑤
そ
の
ほ
か
保
健
事
業
の
実
施

　
ま
た
、
特
定
健
診
の
未
受
診
者
の
生

活
習
慣
病
に
お
け
る
１
件
あ
た
り
の
医

療
費
は
受
診
者
と
比
べ
て
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。（
表
２
）

　
特
定
健
診
の
受
診
は
自
分
の
体
の
状

態
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
絶
好
の
機
会

で
す
。
積
極
的
に
受
診
し
、
健
康
維
持

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

平成27年度 特定健診受診者・
未受診者の生活習慣病疾病別
１件あたりの医療費

表２

平成27年度
特定健診検査項目の異常者割合

グラフ２

血圧　51％血糖値　11％

そのほか　18％

腎機能　１％

血中脂質
19％

出典：国保データベース（静岡県国民健康保険連合会）

病　名 受診者 未受診者
悪性新生物 116,274円 206,507円
糖尿病 14,757円 26,956円
脂質異常症 8,484円 9,663円
高血圧症 7,714円 9,225円
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国
保
税
の
納
め
方

　
国
保
税
の
納
め
方
は
①
特
別
徴
収
、

②
普
通
徴
収
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
に
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
額
は
、
８
ペ
ー
ジ
の

方
法
で
算
定
し
、
７
月
中
旬
に
税
額
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　
特
別
徴
収
と
は
、
世
帯
主
の
年
金
か

ら
国
保
税
を
天
引
き
す
る
方
法
で
す
。

対　
象
／

　

�

国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯

国
保
税
の
軽
減
制
度

　
所
得
が
低
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
を
減
額
す
る
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
制
度
は
、
前
年
中
の
世
帯
の
所

得
額
が
基
準
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
基
準
と
な
る
所
得
額
が
平

成
28
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
国
保

税
を
軽
減
さ
れ
る
世
帯
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

※�

所
得
の
申
告
が
済
ん
だ
方
で
軽
減
の

対
象
に
な
る
世
帯
は
、
改
め
て
申
請

し
な
く
て
も
国
保
税
の
軽
減
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
所
得
の
申
告
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
国
保
税
の
軽
減
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
な
ど
を
基
に
税
額
算
定

　
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の
経
済
状
況
な
ど

に
合
わ
せ
て
国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
の

金
額
や
土
地
な
ど
の
固
定
資
産
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
世
帯
の
国
保
加
入

者
数
な
ど
を
基
に
税
額
を
算
定
し
て
い

ま
す
。

■
所
得
割
額

　
前
年
中
の
、
世
帯

員
各
人
の
所
得
を
基
に

算
定
し
ま
す
。

■
資
産
割
額

　
固
定
資
産
を
持
っ
て
い

る
世
帯
に
か
か
り
ま
す
。

そ
の
年
度
の
固
定
資
産
税

を
基
に
算
定
し
ま
す
。

■
均
等
割
額

　
世
帯
の
中
で
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
数

を
基
に
算
定
し
ま
す
。

■
平
等
割
額

　
世
帯
の
収
入
や
国
保
加
入
者
数
な
ど

に
よ
ら
ず
、「
１
世
帯
あ
た
り
○
○
円
」

と
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
支
え

合
い
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
国
保

税
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
な
ど

の
支
払
い
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
３
は
、
町
の
国
保
税
収
納
率

の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。

　
長
泉
町
は
県
内
市
町
の
平
均
と
比
べ
、

高
い
収
納
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
保
税
の
算
定
方
法

　
平
成
28
年
度
の
国
保
税
の
算
定
方
法

は
昨
年
度
と
同
じ
で
、
左
記
の
３
区
分

に
分
け
て
算
定
し
ま
す
。

①
医
療
保
険
分

　

�

国
保
加
入
者
が
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
と
き
の
医
療
費
（
町
が
負
担
す
る

保
険
給
付
額
）
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　

�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

③
介
護
保
険
分

　
�

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
、

介
護
保
険
の
保
険
給
付
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

※最高限度額は、医療保険分が１万円、後期高齢者支援分が１万円、介護保険分が２万円増額されました。

■
40
歳
未
満
の
方
、

　
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
の
国
保
税

■
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
国
保
税

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

＋

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

③
介
護
保
険
分

＋＋

（％）

10000

10000

所得割額 資産割額 均等割額 平等割額
①医療保険分
最高限度額52万円※

②後期高齢者支援金分
最高限度額17万円※

③介護保険分
最高限度額16万円※

（Ｈ27年中
の所得）
－33万円

×5.4％

×1.8％

×1.2％

Ｈ28年度の
固定資産税

×25.0％

×6.0％

×2.0％

世
帯
の
加
入
者
数

17,700円×

5,800円×

6,000円×

18,800円

6,200円

6,200円

＝

＝

＝

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

国保税収納率グラフ３

Ｈ24年度

92.51 92.68
92.93

90.02

90.98
90.65

Ｈ25年度 Ｈ26年度88

89

90

91

92

93

長泉町
県内市町平均
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国
保
税
の
納
め
方

　
国
保
税
の
納
め
方
は
①
特
別
徴
収
、

②
普
通
徴
収
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
度
に
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
額
は
、
８
ペ
ー
ジ
の

方
法
で
算
定
し
、
７
月
中
旬
に
税
額
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　
特
別
徴
収
と
は
、
世
帯
主
の
年
金
か

ら
国
保
税
を
天
引
き
す
る
方
法
で
す
。

対　
象
／

　
�

国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯

②
普
通
徴
収

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す

る
方
法
で
す
。

対　
象
／
特
別
徴
収
以
外
の
方

■
納
付
書
で
納
め
る
場
合

　
７
月
中
旬
に
、決
定
し
た
税
額
の
お
知

ら
せ
と
同
時
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
各
月
の
納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
期
限
は
町
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
ほ
か
、
広
報
な
が
い
ず
み
４
月
１
日

号
に
折
り
込
み
の
「
納
期
限
一
覧
表
」、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
場
合

　
７
月
中
旬
に
、
決
定
し
た
税
額
と
、

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
７
月
か
ら
翌
年
２
月
に
か
け
て
毎
月

引
き
落
と
し
が
あ
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
口
座
振
替

に
す
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■
国
保
の
制
度
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

■
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課　
☎
989

-

５
５
０
６

■
特
定
健
診
に
関
す
る
こ
と

　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

■
仮
徴
収
期
間
と
本
徴
収
期
間
に

　
分
け
て
納
付

　
国
保
税
は
、
６
月
末
に
前
年
の
所
得

が
確
定
し
た
後
、
１
年
間
の
税
額
を
計

算
し
ま
す
。
普
通
徴
収
で
は
税
額
確
定

後
の
７
月
か
ら
納
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、

特
別
徴
収
の
場
合
、
２
カ
月
に
１
回
、

年
６
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
の
天
引
き

を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
年
度
の
前
半
は
仮
徴
収

期
間
と
し
、
仮
徴
収
額
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、本
徴
収
期
間
に
、決
定
し
た

１
年
間
の
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し

引
い
た
額
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
保
税
の
軽
減
制
度

　
所
得
が
低
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
を
減
額
す
る
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
制
度
は
、
前
年
中
の
世
帯
の
所

得
額
が
基
準
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
こ
の
基
準
と
な
る
所
得
額
が
平

成
28
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
国
保

税
を
軽
減
さ
れ
る
世
帯
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

※�

所
得
の
申
告
が
済
ん
だ
方
で
軽
減
の

対
象
に
な
る
世
帯
は
、
改
め
て
申
請

し
な
く
て
も
国
保
税
の
軽
減
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
所
得
の
申
告
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
国
保
税
の
軽
減
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

翌
年
２
月

本徴収期間 仮徴収期間

Ｈ28年度税額決定

○
例
外
に
な
る
場
合

　
年
金
の
受
給
額
が
低
い
場
合
や
、

国
保
税
が
高
額
で
あ
る
場
合
は
、

特
別
徴
収
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・�

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
）

の
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未
満

の
方

・�

国
保
税
と
世
帯
主
本
人
の
介
護

保
険
料
を
合
わ
せ
た
金
額
が
、

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
以
上

の
場
合

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る

普
通
徴
収
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

国保税の軽減割合

※特定同一世帯所属者数
　�同一世帯に、加入する保険が国保の方と後期高齢者
医療保険の方がどちらもいる世帯で、後期高齢者医
療保険に加入する人数

所得金額の基準 軽減割合
世帯の所得の合計額が33万円以下 ７割軽減
世帯の所得の合計額が
【33万円＋26万５千円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数※）】以下

５割軽減

世帯の所得の合計額が
【33万円＋48万円×（被保険者数＋
特定同一世帯所属者数※）】以下

２割軽減
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【１】３カ月でマイナス３㎏チャレンジ教室（全４回）
　健康的に減量したい方におすすめの教室です。保健師や管理栄養
士、健康運動指導士が食生活や運動について支援します。
　生活習慣記録機※を使って活動量の確認も行います。
と　き／９月６日㈫、13日㈫、10月25日㈫、12月13日㈫
　19：00～21：00
対�　象／25〜64歳で、運動・食事制限がない方
定　員／24人

【２】グッドライフ・チャレンジ教室（全３回）
　健康づくりに取り組みながら、今よりも少しだけ生活の質を高め
たい方や、健康診断の結果が気になる方向けの教室です。保健師や
管理栄養士、健康運動指導士がサポートします。
　生活習慣記録機※を使って活動量の確認も行います。
と　き／９月１日㈭、10月13日㈭、12月１日㈭　14：00～16：00
対�　象／60〜74歳で、運動・食事の制限がない方
定　員／18人

【３】女性のためグッドライフ・チャレンジ教室（全６回）
　簡単な体力測定、運動、栄養、ホルモンバランス、健診結果
の読み方の話や、生活習慣を振り返りながら、健康づくりにチャ
レンジする教室です。運動するための体づくりに取り組みます。
と　き／９月１日～10月27日の毎週木曜日
　９：20～10：50（９月８日、22日、10月13日は休み）
対　象／25〜64歳の女性
定　員／20人

健康づくり教室の参加者を募集します
生活習慣を見直そう！

生活習慣を見直すきっかけとして、健康づくりのための各種教室に
参加してみませんか。複数の教室に参加することもできます。

※生活習慣記録機とは
日常生活全般の活動量を知るた
めの道具（高性能な歩数計）で
す。歩数をはじめ、消費カロリー
量、運動の強さ・頻度、歩行の
速さなどを時系列で知ることが
できます。

▲�計測した結果は、グラフなど
で確認できます。

■体組成測定とは…
　専用の機器を使用して、体脂肪、体重、基礎代謝、部位別筋肉量、体
型チェック（隠れ肥満・筋肉型など）などを測定することができます。

参加者全員を対象に、体組成測定を行います
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　膝の痛みを予防するための体づくりを行い、正しい歩き方を身につけませんか。
　（山本整形外科・循環器科監修）※水中で行う運動はありません。
と　き／９月２日～10月28日の毎週金曜日　（９月23日、10月７日、21日は休み）
　ⓐ13：15～14：15、ⓑ14：45～15：45（時間帯選択可）
※希望時間帯を選択してください。両方の時間帯を申し込むことはできません。
対　象／40歳以上で、膝の痛みを予防したい方
【参加できない方】
・安静時に膝が痛む方、膝に腫れや熱がある方
・１カ月以内に足腰を骨折した方
・関節リウマチの診断を受けている方
・膝関節痛の治療中で、主治医の許可が得られない方
定　員／20人

【４】膝痛予防教室（全６回）

【５】65歳からのノルディック・ウォーク体験教室（全１回）
　スキーのストックのような２本のポールを持って歩くことで、通常のウォーキングよりも消費エネルギー
が多くなり、運動不足解消に適しています。また、通常のウォーキングに比べて膝や腰など関節へ負担が軽
くなるという特徴があります。ノルディック・ウォークの方法や効果についての講話を聞いたあと、健康公
園内を歩いてみる教室です。
※ポールは無料で貸し出します。
と　き／９月14日㈬　９：30～11：30
対　象／65歳以上で、15分以上連続した歩行が可能な方
定　員／20人

●問い合わせ●　健康増進課　☎989 ‐ 5510　 zosin@nagaizumi.org

ところ／ウェルピアながいずみ
参加費／無料
申込資格／町内在住または在勤の方
申込期限／７月28日㈭
申�込方法／窓口で直接、または電話、Eメールのいずれかで①郵便番号・住所（在勤者は勤務先名と住所）、
②氏名、③生年月日・年齢、④性別、⑤昼間連絡が取りやすい電話番号、⑥希望教室番号を伝える
※教室番号【４】は、希望の時間帯を伝えてください。
注意事項／
・定員を超えた場合は抽選とし、当選の方に８月18日㈭までに受講決定通知書を送付します。
・申込開始日（７月１日）から各申込教室終了日までの間に、対象年齢の日が１日でもあれば申し込みができます。
・託児はありませんので、お子さんを連れての参加はできません。
・体調に不安のある方や治療中の疾患がある方は、医師の許可を得てお申し込みください。

●共通事項●
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■身の周りで道路や河川・水路にものを置いていませんか
　道路や河川・水路には、本来の目的があるため、どんなものでも占用できるわけではありません。交通の
妨げや交通事故の原因となる恐れのあるもの、川の流れを阻害し、災害を引き起こす可能性があるものなど
は置いてはいけません。身の周りを見直してみましょう。許可を得ずに道路や河川に設置した工作物などや、
道路にはみ出した樹木などが原因で事故が発生した場合は、所有者の責任が問われることがあります。

▲水路上に通行用の鉄板を置いている

▲通行用の橋（例）

（撤去が必要な場合の例）

　道路は一般交通のために使用されるもので、地下にはライフラインとなる上下水道管やガス管などが埋設
されていたり、上空には電気・通信設備が設置されていたりします。また、河川や水路には住宅などに出入
りするための通路や橋が設置されていることがあります。
　道路や河川などを占用※する場合は、占用許可を受けましょう。
※占用とは、道路や河川、水路の上空や地下などに一定の施設を設置して、継続的に使用することです。

道路や河川・水路の安全な維持管理に
ご協力をお願いします

・�道路上に置き看板を
置く

・�道路に面した壁にフ
ラワーポットをかける
　　など

▲�道路に樹木がはみ出している、道路上
　に鉢植えなどを置いている

■占用許可を受けてください
　下記の工作物などを設置する場合は、占用許可の手続きが必要
です。詳細はお問い合わせください。
※工作物によっては占用料がかかる場合があります。
（占用許可が必要な場合の例）
　・道路上空に、はみ出して工事用の足場を設置する
　・道路内の上下水道管に個人用の取出管を接続する
　・河川や水路に通行用の橋を設置する
　・河川や水路に排水管を接続する　など
占用許可を受けた工作物などの管理は、設置者が適正に行いましょう。

●問い合わせ●　建設計画課　☎989 ‐ 5521

被
災
地
支
援
を
通
し
て
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平
成
28
年
４
月
14
日
㈭
、
午
後
９
時

26
分
に
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り

建
物
の
倒
壊
や
土
砂
災
害
な
ど
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
多
く
の
方
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
長
泉
町
に
お
い
て
も
南
海
ト
ラ
フ
や

相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し
た
巨
大
地
震

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分

や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
地
震
に
対
す
る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

被
災
地
で
感
じ
た
こ
と
は

　
避
難
所
の
運
営
や
救
援
物
資
の
集
積
・

仕
訳
け
な
ど
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
入
れ
ず
、
車
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
地
で
の
役
割

　
現
地
で
は
、
家
屋
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
家
が
ど
の
く
ら
い
倒
壊
し
て
い
る

の
か
確
認
し
、
り
災
証
明
を
発
行
す
る

業
務
を
主
に
し
て
い
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
今
回
の
地
震
で
は
、
多
く
の
方
が
家

屋
の
倒
壊
や
、
家
具
な
ど
が
倒
れ
て
け

が
を
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
建
物
の
耐
震
化
や
家
具
の
固
定

を
し
て
い
れ
ば
も
っ
と
被
害
が
抑
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
が
本
当
に

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

①
建
物
の
耐
震
化

　
地
震
の
揺
れ
で
、
多
く
の
建
物
が
倒

壊
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
熊
本

地
震
で
も
多
く
の
方
が
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
建
物
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
る
た

め
、
自
宅
の
耐
震
化
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
家
屋
を
対
象
に
、

耐
震
診
断
や
補
強
工
事
に
か
か
る
費
用

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

②
家
具
の
固
定

　
家
具
や
電
化
製
品
の
転
倒
に
よ
り
、

け
が
や
、
通
路
が
塞
が
れ
避
難
が
遅
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
倒
れ
る
と
危
険

な
大
型
の
家
具
は
、
固
定
す
る
な
ど
し

て
出
入
り
が
少
な
い
部
屋
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
室
に
は
で
き
る
限

り
大
型
の
家
具
は
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

③
食
料
の
備
蓄

　
地
震
が
起
こ
る
と
、
道
路
や
水
道
施

設
が
壊
れ
て
使
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
、
ま
た
物
資
の
流
通
に
も
支
障
が
で

て
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
、
あ
ら
か
じ
め
１
週
間
分
の
飲
料
水

や
備
蓄
食
料
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

地域防災課　神山主査
５月１日から７日まで、熊本地震
の被災地である「嘉

か
島
しま
町
まち
」にて支援

▲�突っ張り棒を使
用した棚の固定

●問い合わせ●　地域防災課　☎989 ‐ 5505

１週間分の備蓄とは？
飲料水（21ℓ）
１人１日３ℓが
目安です。

非常食（21食）
そのまま食べられる
か、簡単な調理で食
べられるもの。お湯
を注いで作れるアル
ファ米やレトルト食
品、缶詰など。

カ セ ッ ト コ ン ロ
（250gのガスボンベ
１本で１～２時間燃
焼）、ラジオ、懐中電
灯、毛布、非常用ト
イレ袋など。

生活用品

※（　）内は１人分
　の目安量です。

被
災
地
支
援
を
通
し
て
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平成28年度の私立幼稚園就園奨励費の
補助限度額をお知らせします

　町内在住で私立幼稚園に就園している満３～５歳児の保護者に、下記の範囲内で保育料などを補助します。

区分
補助上限額（年額）

第１子 第２子 第３子以降

１ 生活保護を受けている世帯 308,000円

２ 町民税非課税世帯または町民
税所得割が非課税の世帯 272,000円 290,000円 308,000円

３ 町民税所得割課税額が
77,100円以下の世帯 115,200円 211,000円 308,000円

４ 町民税所得割課税額が
211,200円以下の世帯 62,200円 185,000円 308,000円

５ 上記区分以外の世帯 ー 154,000円 308,000円

注１
　世帯の中で、２人以上の所得がある場合は、町民税所得割課税額を合算します。

注２
　途中入退園の場合は、上記金額が保育料の支払期間に応じて変わります。

注３
　区分４、５において第２子以降は、小学校４年生以上の兄・姉は含まず、小学校３年生までの兄・姉
　の人数に応じた順となります。

■下記の条件に該当する方は、区分により補助上限額が上がる場合があります
・配偶者がいない方で、現に児童を扶養している方
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の
　交付を受けている方で在宅の方
・特別児童扶養手当の支給、または障害基礎年金の
　受給を受けている方
・その他町長が生活保護の要保護者に準ずる程度に
　困窮していると認める方

※ほかに第２子以降保育料等助成制度があります。
　詳細はお問い合わせください。

問　こども育成課　☎989 － 5528

情報ステーション プラス
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利用者負担段階
居住費などの負担限度額 食費の

負担限度額ユニット型
個室

ユニット型
準個室 従来型個室 多床室

第１段階
世帯全員（世帯を分離している配偶者
を含む）が住民税非課税で、老齢福祉
年金受給者または生活保護受給者

820円 490円 490円
（320円） ０円 300円

第２段階
世帯全員（世帯を分離している配偶者
を含む）が住民税非課税で、合計所得
金額と課税年金収入額と非課税年金収
入額の合計が年間80万円以下

820円 490円 490円
（420円） 370円 390円

第３段階
世帯全員（世帯を分離している配偶者
を含む）が住民税非課税で、第１段階
および第２段階以外の方

1,310円 1,310円 1,310円
（820円） 370円 650円

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）、ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

方
が
高
額
な
医
療
費
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
下
表
の
対
象
に
該
当
す
る
方
で
、
高

額
な
医
療
費
負
担
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、

事
前
に
認
定
証
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法

申
請
場
所
／
福
祉
保
険
課

持�

ち
物
／
保
険
証
、認
め
印
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※�

70
歳
未
満
の
場
合
は
、
国
保
税
の
滞

納
が
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

※�

代
理
人
に
よ
る
申
請
を
希
望
す
る
場

合
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く 

だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

対　象 必要な申請など

70歳未満の国保加入者
（住民税非課税世帯は除く） 「限度額認定証」の申請を行ってください。

70歳以上の国保加入者、
後期高齢者医療制度加入者
（住民税非課税世帯を除く）

認定証の申請は必要ありません。
「国保高齢受給者証」または「後期高齢者医療被保険者証」
の提示で窓口負担が限度額までとなります。

国保・後期高齢者医療制度加入
者で住民税非課税の世帯の方

「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請を行ってく
ださい。

※（　）内は介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額です。
※預貯金などが単身で1,000万円（夫婦で2,000万円）を超える場合は、対象外です。

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
」
の

申
請
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

高
額
な
医
療
負
担
が
見
込
ま
れ
る
方
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◀
限
度
額
適
用
認
定
証
（
見
本
）

平成○年○月○日

昭和○年○月○日

平成○年○月１日
平成○年７月31日

ウ

長泉町中土狩８２８番地

長泉 太郎
長泉 太郎

男
男

０１２３４５６

２２０３８４

見本

情報ステーション プラス

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

下
表
の
利
用
者
負
担
段
階
に
該
当
す

る
方
が
、
介
護
保
険
施
設
や
短
期
入

所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

を
利
用
す
る
際
、負
担
限
度
額
以
上

の
費
用（
施
設
の
居
住
費・食
費
）は
、

申
請
に
よ
り
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

「
介
護
保
険
負
担
限
度
認
定
」
の
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
、
認
定
証
を
持
っ
て

い
る
方
に
は
、
更
新
の
た
め
の
申
請

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※�

申
請
の
際
に
は
、
預
貯
金
な
ど
の

有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
の

写
し
な
ど
と
、
非
課
税
年
金
受
給

の
有
無
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
１
１

　
平
成
28
年
８
月
か
ら
は
非
課

税
年
金
（
遺
族
年
金
と
障
害
年

金
）
収
入
を
含
め
て
判
定
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
今
ま
で
の

利
用
者
負
担
段
階
と
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い

　
浄
化
槽
と
は
、
下
水
道
に
接
続
し
て

い
な
い
住
宅
の
排
水
を
き
れ
い
に
す
る

装
置
で
す
。

　
浄
化
槽
が
適
切
に
機
能
し
な
い
と
、

河
川
の
水
質
を
汚
染
さ
せ
、
快
適
な
生

活
環
境
を
保
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
河
川
の
水
質
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽

の
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
必

ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
守
点
検
（
年
３
～
４
回
以
上
）

　
県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者

が
、浄
化
槽
の
点
検
や
付
帯
設
備（
モ
ー

タ
ー
な
ど
）の
調
整
、修
理
の
ほ
か
消
毒

剤
の
補
充
な
ど
、
浄
化
槽
を
正
常
に
機

能
さ
せ
る
た
め
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
４
カ
月
に
１
回
以
上
行
い
ま
す
。

問　
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
生
活
環
境
課　
☎
920

-

２
１
３
５

■
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

　
町
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
が
、

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
引

き
抜
き
浄
化
槽
内
の
清
掃
を
行
い
、
内

部
の
状
況
が
正
常
か
ど
う
か
を
確
認
し

ま
す
。通
常
の
使
用
状
況
に
お
い
て
は
、

年
１
回
以
上
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

※
全
ば
っ
気
方
式
は
、
半
年
に
１
回
以

　
上
の
清
掃
が
必
要
で
す
。

問　
長
泉
環
境
㈱　
☎
9９９

-

７
０
８
７

■
法
定
検
査
（
年
１
回
）

　
県
の
指
定
を
受
け
た
指
定
法
定
検
査

機
関
（
静
岡
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン

タ
ー
）
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
浄
化
槽
の
設
置
工
事
や
そ
の
後
の

保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

き
れ
い
な
水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を

外
観
検
査
や
水
質
検
査
、
書
類
検
査
に

よ
り
調
査
し
ま
す
。

問　
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
☎
０５４

-

621

-

５
０
３
０

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
浄
化
槽
管
理
者
と
な
り
、
保
守
点
検
、
清
掃
、

法
定
検
査
の
３
つ
の
作
業
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
対
象
者
／

　
左
記
の
①
②
を
ど
ち
ら
も
満
た
す
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、ま
た
は
、

土
地
を
所
有
も
し
く
は
賃
貸
し
て
い

る
個
人

②�

町
内
に
で
き
た
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
を
町
指
定
業
者
に
依
頼
し
て
行

う
方

※�

ミ
ツ
バ
チ
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
ス

ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の
巣
は
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※�

町
指
定
業
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
限
度
額
／

　
駆
除
し
た
巣
１
個
に
つ
き
８
０
０
０
円

申�

請
期
限
／
町
指
定
業
者
に
巣
の
駆
除

費
用
を
支
払
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内

申
請
方
法
／

　
次
の
書
類
を
く
ら
し
環
境
課
に
提
出

・�

申
請
書

・�

駆
除
費
用
の
領
収
書

・�

巣
を
駆
除
し
た
前
後
の
写
真

・�

駆
除
し
た
場
所
を
示
す
図

・�
住
民
票
照
会
承
諾
書

・�
請
求
書

・�
振
込
先
の
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、

口
座
番
号
、
名
義
人
が
確
認
で
き
る

通
帳
の
コ
ピ
ー

※�

申
請
書
、
請
求
書
の
様
式
は
、
く
ら

し
環
境
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

　
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
町
の
指
定
す
る

業
者
に
依
頼
し
て
駆
除
し
た
方
に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。スズメバチは攻撃性が強く、

自分で駆除するのは危険で
す。発見したときは近寄ら
ず、町指定業者に駆除を依
頼してください。

情報ステーション プラス
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平
成
28
年
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

み
ん
な
で
子
育
て
す
る
ま
ち
推
進
事
業

「
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
保
険
料
は
、
加
入
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、加
入
者
の

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
額
」
を
合
計
し
て
個
人
ご
と
に
計

算
さ
れ
ま
す
（
式
１
）。

保
険
料
の
軽
減
措
置

　
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
や
所
得
が
低
い

方
に
対
し
て
は
、
保
険
料
を
減
額
す
る

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■�

い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健

康
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

　

�

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得

割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

■
所
得
の
低
い
方

　
―
均
等
割
額
―

　

�

世
帯
の
所
得
水
準
に
合
わ
せ
て
減
額

さ
れ
ま
す
（
表
１
）。

　
―
所
得
割
額
―

　

�

前
年
の
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
等
が

58
万
円
以
下
（
※
年
金
収
入
の
み
の

方
は
年
金
額
が
１
５
３
万
円
か
ら

２
１
１
万
円
以
下
）
の
場
合
、
所
得

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

65
歳
の
方
は
年
金
収
入
の
条
件
が
異

な
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
税
務
課　
☎
989

-

５
５
０
６

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
み
ん
な
で
子

育
て
す
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
裾
野

市
と
共
同
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流

を
目
的
と
し
た
「
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
町
内
だ
け
で
な
く
裾
野
市
に
住
む
親

子
と
も
交
流
す
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対�　
象
／
町
内
ま
た
は
裾
野
市
在
住
の

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定　
員
／
各
回
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申�

込
期
間
／
各
開
催
日
の
１
カ
月
前
か

ら
１
週
間
前
ま
で（
１
カ
月
前
が
土・

日
曜
日
の
場
合
は
翌
平
日
か
ら
開
始
）

持�

ち
物
／
タ
オ
ル
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

飲
み
物

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会

場
に
よ
り
、申
込
先
が
異
な
り
ま
す
。

問
・
申
込

長
泉
会
場
／
長
泉
町
企
画
財
政
課

　
☎
989

-

５
５
０
４

裾
野
会
場
／
裾
野
市
企
画
政
策
課

　
☎
995

-

１
８
０
４

と　き 会　場
７月21日㈭
11：00～12：00 ウェルピアながいずみ

８月16日㈫
11：00～12：00

裾野市民体育館
（裾野市稲荷24）

９月15日㈭
11：00～12：00 ウェルピアながいずみ

10月18日㈫
11：00～12：00 裾野市民体育館

11月17日㈭
11：00～12：00 ウェルピアながいずみ

12月20日㈫
11：00～12：00 裾野市民体育館

平成29年
１月19日㈭
11：00～12：00

ウェルピアながいずみ

２月21日㈫
11：00～12：00 裾野市民体育館

３月16日㈭
11：00～12：00 ウェルピアながいずみ

※３平成27年度は47万円　※４平成27年度は26万

世帯主とすべての被保険者の総所得金額などの合計 軽減割合
｛33万円＋48万円※３×世帯に属する被保険者の数｝を超えない場合 ２割
｛33万円＋26万５千円※４×世帯に属する被保険者の数｝を超えない場合 ５割
33万円を超えないとき 8.5割
33万円を超えず、被保険者全員が年金収入80万円以下でそのほかの所得がないとき ９割

均等割額の軽減措置表１

平成28・29年度の後期高齢者医療制度の年間保険料式１

＝ ＋均等割額
39,500円※１

所得割額
（前年の総所得等－33万円）×7.85※２％年間保険料

※１平成26・27年度は38,500円　※２平成26・27年度は7.57％

情報ステーション プラス
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「
Ｓ
Ａ
Ｍ
と
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
in
長
泉
」
を

開
催
し
ま
す

池
上
彰
講
演
会
「
健
康
と
環
境
問
題
」
を
開
催
し
ま
す

　
音
楽
グ
ル
ー
プ
T
R
F
の
メ
ン
バ
ー
、

S
A
M
に
よ
る
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
９
月
３
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
小
学
生
以
上
の
方

※�

小
学
生
は
保
護
者
と
一
緒
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

未
就
学
児
を
連
れ
て
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。

定　
員
／

・�

参
加
希
望
者　
４
０
０
人

・�

観
覧
希
望
者　
２
０
０
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
・
入
場
料
／
無
料

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

応
募
期
限
／
８
月
14
日
㈰
（
必
着
）

応
募
方
法
／

■
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

表　
面
／
〒
422

-

８
５
２
５

　

�

テ
レ
ビ
静
岡
事
業
部「
S
A
M
と
ダ
ン

ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
in
長
泉
」
係

裏�　
面
／
①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③

氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥

参
加
人
数
、
⑦
参
加
希
望
の
種
類

　

�（
左
記
の
A
・
B
・
C
の
い
ず
れ
か
）

を
記
入

A
…
参
加
希
望

B
…
観
覧
希
望

C�

…
参
加
を
希
望
す
る
が
、
抽
選
も
れ

の
場
合
は
観
覧
を
希
望

※�
１
件
の
応
募
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募

で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

２
人
で
の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

代
表
者
を
明
記
の
上
、
①
～
⑤
を
２

人
分
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　
テ
レ
ビ
静
岡
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�（http://www.sut-tv.com
/event/

）

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

応
募
の
注
意
／

　

�

同
一
人
物
に
よ
る
重
複
申
し
込
み
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

※�

整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
者
の

発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
・
観
覧
整
理
券
は
８
月
22
日
㈪

ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

　
テ
レ
ビ
静
岡
事
業
部　

　
☎
054

-

261

-

７
０
１
１

と　
き
／
11
月
20
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

定　
員
／
８
０
０
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

応
募
期
限
／
10
月
３
日
㈪
（
必
着
）

応
募
方
法
／

■
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

表　
面
／

　
〒
420

-

８
５
６
７

　
静
岡
市
葵
区
東
町
15

　
あ
さ
ひ
テ
レ
ビ「
池
上
彰
講
演
会
」係

裏　
面
／

　

�

①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
参
加
人

数
を
記
入

※�
１
件
の
応
募
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募

で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん
。

※�

２
人
で
の
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

代
表
者
を
明
記
の
上
、
①
～
⑤
を
２

人
分
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
健
康
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
」
質

問
が
あ
る
方
は
、ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　
あ
さ
ひ
テ
レ
ビ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

�（http://w
w
w
.satv.co.jp

）
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

応
募
上
の
注
意
／

　

�

同
一
人
物
に
よ
る
重
複
申
し
込
み
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

※�

整
理
券
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
者
の

発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
整
理
券
は
10
月
31
日
㈪
ま
で
に

送
付
し
ま
す
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

　
あ
さ
ひ
テ
レ
ビ
C
S
R
推
進
部

　
☎
054

-

251

-

３
４
０
７

　
ニ
ュ
ー
ス
解
説
で
お
な
じ
み
の
池
上
彰
氏
が
、
人
間
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
環

境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、私
た
ち
の
健
康
を
守
る
ヒ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

情報ステーション プラス
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
な
が
い
ず
み
広
報
室
」

〝
１
日
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
〟
大
募
集
！

平
成
29
年
「
ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
町
の
情
報
番
組
「
な
が
い
ず
み
広
報
室
」
に

出
演
す
る
「
１
日
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

収
録
日
／

　
８
月
１
日
㈪
午
後
１
時
15
分
～
５
時

の
う
ち
１
時
間

と
こ
ろ
／
役
場
・
録
音
室

内�　
容
／
45
秒
程
度
の
お
知
ら
せ
を
音

読
し
収
録

対　
象
／

　
町
内
在
住
の
小
学
生
～
高
校
生

定　
員
／
20
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

※�

初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

※�

抽
選
は
７
月
20
日
㈬
午
後
４
時
か
ら
、

役
場
・
第
４
・
５
会
議
室
で
公
開
し

て
行
い
ま
す
。

※
抽
選
結
果
は
個
別
に
送
付
し
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
７
月
15
日
㈮
（
必
着
）

申�

込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
、
②
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
③
学
校
名
、
④
学

年
、
⑤
性
別
、
⑥
電
話
番
号
を
記
入

し
て
送
付

※�

１
枚
に
つ
き
１
人
の
み
応
募
で
き
ま

す
。

放
送
予
定
／

　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の
期
間

①
８
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

　
午
前
７
時
15
分
～
、午
後
６
時
15
分
～

②
８
月
22
日
㈪
～
９
月
２
日
㈮

　
午
前
７
時
15
分
～
、午
後
６
時
15
分
～

問　
行
政
課　
☎
989

-

５
５
０
０

　
〒
411

-
８
６
６
８

　
中
土
狩
８
２
８

広
告
掲
載
料
金
／
１
枠
１
万
５
０
０
０
円

募
集
枠
／
24
枠
（
各
月
２
枠
ず
つ
）

※�

広
告
主
１
社
に
対
し
、
原
則
１
枠
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

募
集
枠
に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
複

数
月
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
掲
載
月
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽

選
を
行
い
ま
す
。

広
告
サ
イ
ズ
／
縦
５
㎝
×
横
16
㎝

申
込
期
限
／
７
月
29
日
㈮

申�

込
方
法
／
行
政
課
へ
広
告
掲
載
申
込

書
、
広
告
原
稿
案
、
企
業
・
団
体
の

概
要
が
わ
か
る
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
）
を
提
出

広�

告
主
の
責
任
な
ど
／
広
告
の
内
容
に

関
す
る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
、

広
告
主
は
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
広
告
原

稿
の
ほ
か
に
、版
下（
入
稿
デ
ー
タ
）

は
広
告
主
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

デ
ー
タ
形
式
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
で
き
な
い
も
の
／

　

�

町
の
公
共
性・中
立
性・品
位
を
損
な

う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
、
法
令
な
ど

に
違
反
す
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
細
は
、町
広
告
掲
載
要
綱
、町
広
告

掲
載
基
準
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
要
綱

な
ど
は
行
政
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問　
行
政
課　
☎
989

-

５
５
０
０

　
毎
年
配
布
し
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。掲

載
を
希
望
さ
れ
る
企
業
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
左
記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

カレンダー規格／
　�Ｂ４版・横長（Ｂ３版・
二つ折り・針金中とじ）、
４色（カラー）刷り、28
ページ
発行日／12月15日㈭
発行部数／17,300部（予定）
配布先／
　町内世帯、公共施設など

広告欄 広告欄
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第
20
回
長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
開
催
！

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
全
４
回
）
を

開
催
し
ま
す

　
今
年
も
わ
く
わ
く
祭
り
の
夏
が
や
っ

て
き
ま
す
！

　
今
年
は
節
目
の
第
20
回
！
昼
の
部
は

子
ど
も
向
け
の
遊
具
や
楽
器
演
奏
、し
ゃ

ぎ
り
・
太
鼓
演
奏
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
。
夜
の
部
は
合
計
84
分

間
に
も
お
よ
ぶ
祭
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
「
踊
り
パ
レ
ー
ド
」
で
長
泉
の
夏
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
飛
び
入
り
参
加

で
き
る
踊
り
連
も
あ
り
ま
す
！

※�

第
20
回
を
記
念
し
て
踊
り
パ
レ
ー
ド

の
経
路
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

と　
き
／
８
月
６
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
８
時
30
分

　
（
雨
天
の
場
合
は
８
月
７
日
㈰
）

※�

雨
天
順
延
は
町
の
同
報
無
線
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
下
土
狩
駅
前

　
（
大
い
ち
ょ
う
通
り
）

内　
容
／

■
飲
食
店
な
ど
の
出
店

■
各
種
イ
ベ
ン
ト

　
（
午
前
11
時
～
午
後
４
時
）

■
キ
ッ
ズ
踊
り
パ
レ
ー
ド

　
（
午
後
４
時
～
４
時
35
分
）

■
踊
り
パ
レ
ー
ド

　
（
午
後
５
時
30
分
～
８
時
）

■
表
彰
式
（
午
後
８
時
～
８
時
30
分
）

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
、
時
間
、
内
容
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
広
報
な
が
い
ず
み
７
月
15
日

号
に
折
り
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�　
長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
989

-

５
５
１
６

　
HPhttps://www.nagaizumiwakuwaku.org/

回 とき 内容

① ７月27日㈬
９：30～正午

妊娠後半期の生活
親子の歯科保健

② ８月３日㈬
９：30～12：30

妊娠、授乳中の栄養
調理実習

③ ８月10日㈬
９：30～正午

マタニティストレッチ
出産の準備について
先輩ママと赤ちゃんとの交流

④ ８月19日㈮
18：30～21：00

小児科医の話
赤ちゃんのお風呂

　
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
楽
し
く
育
児
で

き
る
よ
う
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／

　
町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
夫

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

持�

ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

室
内
履
き

※�

第
１
回
は
手
鏡
と
歯
ブ
ラ
シ
、
第
２

回
は
エ
プ
ロ
ン
、
第
３
回
は
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
各
回
の
１
週
間
前

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
9８６

-

８
７
６
０

● ●

●

下土狩
大いちょう

JAなんすん

コミュニティ
ながいずみ

長泉中学校
グラウンド

ベルフォーレ
（長泉町文化センター）

八
幡
神
社

●
東
区
公
民
館

J
R
御
殿
場
線

下
土
狩
駅

車
検
場

至
三
島
駅

キッズゾーン

踊りパレード キッズ踊りパレード
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な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
設
立
10
周
年

水
と
緑
の
杜
公
園
★
ワ
ン
デ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
６

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
９
月
３
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
水
と
緑
の
杜
公
園

内�　
容
／
魚
の
つ
か
み
取
り
、
野
外
料

理
、
ス
イ
カ
割
り
、
竹
の
お
も
ち
ゃ

作
り
、
か
き
氷
サ
ー
ビ
ス
な
ど

定　
員
／
２
０
０
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
（
１
人
）
／
６
０
０
円

　
（
体
験
料
・
保
険
料
を
含
む
）

※�

当
日
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※�

な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会
会
員
は

５
０
０
円
で
す
。

申
込
期
限
／
８
月
６
日
㈯
（
必
着
）

申�

込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望

者
全
員
の
住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
お
よ
び
代
表
者
の
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
送
付

※�
１
枚
に
つ
き
６
人
ま
で
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
重
複
し
て
の
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

後
日
、
代
表
者
に
当
選
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

８
７
８
０

　
〒
411

-

０
９
４
３

　
下
土
狩
１
２
８
３

-

11

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
２
階

　
水
と
緑
の
杜
公
園
を
会
場
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
ス
イ
カ
割
り
や

竹
の
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
園
内
の
川
で
魚
の
つ
か
み
取
り

を
し
た
後
は
、
会
場
内
で
焼
い
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

返　信

返信用

代
表
者
　住
所
　氏
名

参加希望者全員の
住所・氏名・年齢

代表者の
氏名・電話番号

と　
き
／
10
月
30
日
㈰

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

開　
場
／
午
後
４
時
30
分

開　
演
／
午
後
５
時

料
金
（
全
席
指
定
）
／
５
８
０
０
円

※
小
学
生
以
上
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※
未
就
学
児
は
膝
上
鑑
賞
が
で
き
ま
す
。

問　
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ　
☎
989

-

０
０
０
１

　
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
デ

ビ
ュ
ー
15
周
年
記
念
の
全
国
ホ
ー
ル
ツ

ア
ー
「
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ　
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ　
０
１
６

−
０
１
７
～
お
か
げ
さ
ま
で
15
周
年
！
47

都
道
府
県
Ｄ
Ｅ
カ
ー
ニ
バ
ル
～
」
が
長

泉
に
登
場
し
ま
す
。

ベルフォーレ、コミュニティながいずみ、三島・裾
野・御殿場・小山の各文化会館、沼津・三島のプレ
イガイド、イープラス、チケットぴあ、ローソンチ
ケットで販売
■チケット販売時間
ベルフォーレ／９：00～21：00
毎月第１月曜日休館（祝・休日の場合は翌日休館）
コミュニティながいずみ／９：00～17：15
毎週月曜日休館（月曜日が祝・休日の場合は開館）

発売日
「ベルフォーレ友の会」
会員先行販売開始
（窓口、ＷＥＢ受付）

７/16㈯

一般販売開始
（電話予約はベルフォー
レのみで13：00～）

７/23㈯

チケット発売
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
の
時
報
を

期
間
限
定
で
放
送
し
ま
す

　
長
泉
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
長
泉
わ

く
わ
く
祭
り
は
、
今
年
で
第
20
回
を
迎

え
、
８
月
６
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
第
20
回
を
記
念
し
て
、
午
後
５
時
の

時
報
を
長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
ポ
ケ
ッ
ト
に
勇
気
を
」
に
変

更
し
て
放
送
し
ま
す
。

放
送
終
了
日
／
８
月
６
日
㈯

問�　
長
泉
わ
く
わ
く
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
989

-

５
５
１
６

「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
運
転
者
も

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間
／
７
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

　
安
全
を　
つ
な
げ
て
広
げ
て

　
事
故
ゼ
ロ
へ

重
点
目
標
／

・�

高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

・�

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

・�

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

・�

安
全
確
認
「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

の
周
知
徹
底

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
行
い
ま
す

試
験
日
／
10
月
19
日
㈬

試
験
会
場
／

　
静
岡
商
工
会
議
所
静
岡
事
務
所
会
館

　
（
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20

-
８
）

受�

験
資
格
／
20
歳
以
上
で
学
歴
に
応
じ

た
実
務
経
験
を
有
す
る
方

受
験
料
／
４
０
０
０
円

申
込
期
間
／
７
月
19
日
㈫
～
29
日
㈮

※�
試
験
に
関
す
る
任
意
の
講
習
会
を
９

月
14
日
㈬
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
上
下
水
道
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

問　
上
下
水
道
課　
☎
989

-

５
５
２
４

静
岡
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
、
介
護
の
悩

み
、
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
員
は
認
知
症
の
方
の
介
護
経
験

が
あ
り
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
会
」

静
岡
支
部
の
会
員
で
す
。

電
話
番
号
／

　
☎
０
５
４
５

-

６４

-
９
０
４
２

相
談
日
時
／

　
週
３
回
（
月
・
木
・
土
曜
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
）
を
除
く

相
談
料
／
無
料

※
通
話
料
は
利
用
者
の
負
担
で
す
。

問　
県
長
寿
政
策
課

　
☎
054

-

221

-

２
３
３
６

募
集

w
a
n
t
e
d

り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

　
国
内
姉
妹
都
市
長
野
県
青
木
村
の

「
り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、

収
穫
の
喜
び
を
自
分
の
手
で
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
地
元
の
住
民
と

の
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用
が
で
き
ま

す
。
木
の
品
種
に
よ
っ
て
、
３
種
類
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・�
Ａ
コ
ー
ス
…
サ
ン
ふ
じ

　
（
45
㎏
の
収
穫
量
保
証
）

・�

Ｂ
コ
ー
ス
…
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト

　
（
45
㎏
の
収
穫
量
保
証
）

・�

Ｃ
コ
ー
ス
…
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド

　
（
35
㎏
の
収
穫
量
保
証
）

価　
格
／

・�

Ａ
コ
ー
ス
…
２
万
円

・�

Ｂ
コ
ー
ス
…
２
万
円

・�

Ｃ
コ
ー
ス
…
１
万
５
０
０
０
円

申
込
期
限
／
７
月
29
日
㈮

※�

申
込
書
は
長
泉
町
役
場
・
産
業
振
興

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※�

収
穫
時
期
は
10
月
中
旬
か
ら
11
月
中

旬
ま
で
品
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
青
木
村
役
場
・
建
設
産
業
課

　
☎
０
２
６
８

-

49

-

０
１
１
１

観
光
交
流
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

　
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
飲
食
店
舗

な
ど
を
掲
載
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
掲
載
を
希
望

す
る
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
期
限
／

　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

掲
載
料
／

　
無
料
（
平
成
28
年
度
の
み
）

※�

平
成
29
年
度
か
ら
１
年
更
新
で
、
別

途
掲
載
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
（
数
千
円
程
度
を
予
定
）

掲
載
基
準
／

・�

町
内
に
所
在
地
を
有
す
る
事
業
所

・�

町
の
公
共
性
、
中
立
性
、
品
位
を
損

な
わ
な
い
も
の

・�

法
令
な
ど
に
違
反
し
な
い
も
の

※
別
途
、
掲
載
基
準
が
あ
り
ま
す
。

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６
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料
理
人
か
ら
学
ぶ
「
味
覚
の
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
食
べ
物
の
５
つ
の
味
に
つ
い
て
食
の

専
門
家
が
教
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
７
月
28
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内　
容
／

　
五
感
を
使
っ
た
５
つ
の
味
の
体
験

講　
師
／
流
石
大
輔
さ
ん

　
（
ゆ
ら
り
ご
は
ん
「
ひ
ま
り
」
店
主
）

対　
象
／

　
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定　
員
／
16
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
／
室
内
履
き
、
筆
記
用
具

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
７
月
５
日
㈫
～
25
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

「
第
15
回
な
が
い
ず
み

子
ど
も
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
あ
な
た
の
心
に
残
っ
た
作
品
の
感
想

を
書
い
て
、
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　
象
／

　
町
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

対
象
図
書
／
自
由

　
（
教
科
書
・
雑
誌
・
漫
画
類
は
除
く
）

応
募
規
定
／

　
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）
５
枚
以
内

応
募
期
限
／
９
月
30
日
㈮
（
必
着
）

※�

詳
細
は
、
町
民
図
書
館
で
配
布
し
て

い
る
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

催
し

e
v

e
n

t
s

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
毎
月
第
３
土
曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／

　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
雨
天
中
止
）

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

　
（
開
場
は
午
前
６
時
15
分
）

と
こ
ろ
／
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※�

直
接
、
都
合
が
良
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※�

各
会
場
と
も
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
来
場

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※�

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
は
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
対
象
事
業
で
す
。
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

「
介
護
保
険
制
度
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す

　
65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
、
介
護
保
険
料
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
介
護
保
険

の
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
65
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と　
き
／
７
月
26
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
役
場
・
大
会
議
室

対�　
象
／

　

�

昭
和
26
年
８
月
２
日
～
10
月
１
日
に

生
ま
れ
た
方

内�　
容
／
介
護
保
険
制
度
、
介
護
保
険

料
、
介
護
予
防
な
ど
に
つ
い
て

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
１
１

駿
豆
地
区
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
「
全
体
会
」
を

開
催
し
ま
す

「
障
が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
設
置
さ
れ
た
駿
豆
地
区
障
が

い
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
を
開
催

し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
７
月
21
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
／
裾
野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
裾
野
市
石
脇
５
８
６
）

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
２

　
相
談
支
援
事
業
所
ゆ
う
う
ん

　
☎
941

-

６
０
１
５

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

出
張
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
、
生
活
・

就
業
・
法
律
の
出
張
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
沼
津
市
役
所（
沼
津
市
御
幸
町
16-

１
）

と　
き
／
８
月
８
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
富
士
市
役
所

　
（
富
士
市
永
田
町
１

-

１
０
０
）

と　
き
／
８
月
16
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
母
子
家
庭
等
就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
054

-

254

-

１
１
９
１

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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　地域元気わくわく教室は、各区の公民館などを
会場に、区民の方が参加できる健康づくり教室で
す。
　５月20日㈮に南一色公民館で開催され、第１回
目は参加者の血圧や骨密度などの健康測定と座り
ながらできるストレッチを行い、参加者たちは笑
顔で体を動かしていました。

軽に！楽しく！健康に！
地域元気わくわく教室開催気

位を目指して一生懸命！
小学校で運動会開催１

　５月30日㈪に、長小４年生を対象とした「アー
スキッズチャレンジ」が開催されました。これは、
県地球温暖化防止センターが実施し、児童に自転
車での発電体験やごみの分別ゲームなどを通して、
地球温暖化について学んでもらう取り組みです。
体験後、児童は「今日学んだことを生かして、家
でもエコに取り組みます」と話しました。

球温暖化を防ごう！
アースキッズチャレンジ地

　５月21日㈯、５月28日㈯に町内の小学校で運動
会が開催されました。北小では、４つの色に分か
れて、100ｍ走や玉入れなどの種目の得点を競い
合い、競技も応援も一生懸命頑張る児童たちの姿
が見られました。６年生の「鼓笛de Advance」
は楽器を演奏しながら行進を行う北小の伝統種目
で、会場からは大きな歓声が上がっていました。

　「とがり芋」づくり体験会は干し芋研究会と一
緒にさつまいもの栽培から加工まで年間を通して
体験してもらう事業です。第１回目の活動として、
５月20日㈮に下長窪でさつまいも苗の定植を行い
ました。今回定植したベニハルカやクイックスイー
トなどは、冬に干し芋に加工し「とがり芋」とし
て販売します。お楽しみに！

いしい「とがり芋」になるように
さつまいもの苗の定植お
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　６月10日㈮にエンゼル幼稚園の園児たちが「幼
年消防クラブ」の任命を受けました。園児たちに
は、隊員の証であるワッペンが授与され、誓いの
言葉を大きな声で宣誓しました。また、任命式終
了後にグラウンドで、救急車や消防車との綱引き
を楽しみました。隊員はこれから１年間、火災予
防の街頭啓発など消防活動を行います。

さな消防隊員が誕生
幼年消防クラブ任命式小

　６月１日㈬に県消防学校で開催された「第45回
静岡県消防救助技術大会」に長泉消防署の救助隊
員が出場し、20ｍのロープを往復する「ロープブ
リッジ渡過」と、２人１組で高さ15ｍのロープを
登る「ロープ応用登はん」で３位入賞をしました。
入賞した高村隊員は「これからも訓練に励み、来
年は優勝したいです」と話しました。

頃の訓練成果を発揮
県消防救助技術大会入賞日

　６月３日㈮に食育事業「おさかなだいすき！」
が南部地区センターで開催され、竹原保育園の園
児たちが参加しました。食育推進ボランティアや、
講師の滝野さん（マックスバリュ東海㈱）による
食や魚についての話を聞き、食べることの大切さ
を学びました。また魚の解体の実演が行われ、園
児たちは魚のからだのつくりを観察しました。

ってもっと好きになろう！
おさかなだいすき開催知

　６月７日㈫に清水町地域交流センターで、知事
広聴「平太さんと語ろう」が開催され、川勝知事が
長泉町と清水町で活躍する方々と地域の課題など
について意見交換をしました。町からは、下山直
子さん（下山柿園）、渡邉貴裕さん（㈱クレマコー
ポレーション）、渕上佐智子さん（西村医院）が
参加し、各々の分野での課題などを話しました。

太さんと語ろう
県知事と意見交換平
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村消防大会を開催
　毎年恒例の、村消防ポンプ操法、ラッパ吹奏大会
が今年も開催され、大会に向けた厳しい練習の成果
を発表しました。実力を発揮できたチーム、残念な
がら実力を発揮できずに涙をのんだチーム、いずれ
も精一杯がんばりました。
　近年、全国的な傾向でありますが消防団は団員不
足に悩まされています。村の安全、安心のために昼
夜問わず活動する彼らの力は今後も必要です。今回
の大会を通じて、さらなる活躍を期待するところで
す。

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

レシピ紹介 学 校 給 食からBonjour!Bonjour!
問い合わせ　給食センター　☎986-9033

長泉がたくさんつまった学校給食「長泉の日」
　町では、毎月１回「長泉の日」を設けています。
長泉の日には、町の特産物や地域の食材を活かした
給食を提供しています。また、ＪＡなんすんと協力
して、地元の生産者を学校に招き、児童・生徒と一
緒に給食を食べながら語る「ふれあい給食会」を開
催しています。
　長泉の日のメニューは学校と連携し、生徒が授業
で考えた地場産物を活用した料理を、学校給食用に
アレンジして提供しています。今回紹介する「あし
たか牛と大和芋の炒め物」は実際に生徒が考えた料
理です。長泉の日は、食の安全と消費の拡大を図る
ことに加え、児童・生徒が郷土愛を育む機会づくり
を目的としています。

材料（小学３年生４人分）

あしたか牛もも肉 �  60ｇ
あしたか牛肩肉 �  60ｇ
大和芋（皮むき） �  60ｇ
厚揚げ �  30ｇ
にんじん �  30ｇ
しらたき �  30ｇ
さやいんげん �  30ｇ

ごま油 �  適量
しょうゆ �  13ｇ
砂糖 �  ５ｇ
本みりん �  ４ｇ
酒 �  ４ｇ
粉末だし �  適量

作り方

①�大和芋とにんじんは拍子切り、厚揚げは短冊切り、
しらたきは５㎝程度、さやいんげんは３㎝程度に
それぞれ切ります。

②�しらたきとさやいんげんは下ゆでをし、厚揚げは
油抜きをします。

③�ごま油を引き、あしたか牛を炒めます。このとき
に酒を振りかけます。

④にんじん、しらたき、厚揚げを加えて炒めます。
⑤しょうゆ、砂糖、本みりん、粉末だしを入れます。
⑥大和芋、さやいんげんを入れてさらに炒めます。

※�大量調理用のレシピのため調味料はお好みで調整
してください。

エネルギー タンパク質 脂　質 塩　分
122kcal 7.3g 6.2g 0.5gあしたか牛と大和芋の炒め物
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

外　科
平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

内　科
平　日　　　17：00〜21：00
土曜日　　　正　午〜18：00
日、祝・休日　８：00〜18：00

小児科

16日㈯ 池田病院	 （986）1212	 長泉町本宿 池田病院	 （986）1212	 長泉町本宿 まるやま小児科	（981）8577	 清水町堂庭

17日㈰ 西方外科	 （921）1333	 沼津市共栄町
駿東整形	 （922）8855	 沼津市高沢町

杉山病院	 （963）4114	 沼津市錦町
薬袋クリニック	（933）0148	 清水町徳倉
清水館医院	 （993）2323	 裾野市茶畑

白十字小児科	 （933）5111	 沼津市下香貫馬場

18日㈷ 沼津整形	 （921）3791	 沼津市共栄町
御成橋栄クリニック	（952）2525	 沼津市八幡町

境医院	 （975）8021	 長泉町竹原
山谷医院	 （966）5333	 沼津市青野
杉山（規）医院	 （992）0028	 裾野市平松

大橋内科・小児科	（992）2800	 裾野市佐野

19日㈫ おおしろクリニック	（976）0027	 清水町堂庭 青沼クリニック	（929）6205	 沼津市大岡 すずきファミリー	（960）0333	 沼津市一本松

20日㈬ 大沢クリニック	（929）1313	 沼津市若葉町 高田クリニック	（962）1410	 沼津市仲町 杉谷小児科	 （923）6543	 沼津市筒井町

21日㈭ 池田病院	 （986）1212	 長泉町本宿 きくちクリニック	（989）5788	 長泉町桜堤 西村医院	 （971）6510	 長泉町下土狩

22日㈮ 鈴木（茂）医院	 （993）0430	 裾野市佐野 柿田川医院	 （973）3601	 清水町柿田 よざ小児科	 （967）5722	 沼津市原

23日㈯ 聖隷沼津	 （952）1000	 沼津市松下 大橋内科・小児科	（992）2800	 裾野市佐野 りゅうじん医院	（988）3133	 長泉町下土狩

24日㈰ 守重医院	 （931）2511	 沼津市我入道江川
五十嵐クリニック	（934）6700	 沼津市志下

沼津リハビリテーション	（931）1911	 沼津市上香貫蔓陀ケ原
鬼頭クリニック	（999）4810	 長泉町本宿
高桑医院	 （997）0486	 裾野市岩波

まるやま小児科	（981）8577	 清水町堂庭

25日㈪ 田沢医院	 （962）1205	 沼津市大手町 東名裾野病院	 （997）0200	 裾野市御宿 すずきファミリー	（960）0333	 沼津市一本松

26日㈫ ひがしおかクリニック	（941）8269	 清水町柿田 おぐち医院	 （992）6611	 裾野市深良 よざ小児科	 （967）5722	 沼津市原

27日㈬ 山本整形外科・循環器科	（989）8111	 長泉町南一色 やぐちクリニック	（973）3811	 清水町伏見 田中医院	 （921）2053	 沼津市高島町

28日㈭ 池田病院	 （986）1212	 長泉町本宿 南一色セントラル内科	（980）5777	 長泉町南一色 星野医院	 （962）0782	 沼津市山王台

29日㈮ 関外科	 （921）2185	 沼津市花園町 さはこクリニック	（999）3850	 長泉町中土狩 りゅうじん医院	（988）3133	 長泉町下土狩

30日㈯ 西島病院	 （922）8235	 沼津市大岡 きせがわ病院	 （952）8600	 沼津市大岡 白十字小児科	 （933）5111	 沼津市下香貫馬場

31日㈰
東医院	 （921）5520	 沼津市高沢町
こんどうクリニック	（925）2420	 沼津市岡宮
込宮クリニック	（992）8686	 裾野市茶畑

大沢医院	 （931）1019	 沼津市御幸町
小林（今沢）医院	（966）7700	 沼津市今沢
込宮クリニック	（992）8686	 裾野市茶畑

坂小児科	 （931）3233	 沼津市下香貫前原

月16日〜31日

救急協力医7

耳鼻科
８：00～17：00

17日
㈰

たかひろ耳鼻咽喉科
0545（66）5100　富士市宮島

18日
㈷

芹沢耳鼻咽喉科
（993）8000　裾野市茶畑

24日
㈰

本橋耳鼻咽喉科
（972）1133　三島市

31日
㈰

市立病院
（924）5100　沼津市東椎路

眼　科
８：00～17：00

17日
㈰

関眼科胃腸科
（975）2381　三島市東本町

18日
㈷

瀬尾眼科
（933）9900　沼津市市場町

24日
㈰

木村眼科
（967）4611　沼津市原

31日
㈰

静岡医療センター
（975）2000　清水町長沢

産婦人科
８：00～17：00

17日
㈰

ウスイクリニック
（980）5580　長泉町下土狩

18日
㈷

かまたクリニック
（988）2488　三島市文教町

24日
㈰

島田産婦人科
（972）6100　清水町伏見

31日
㈰

岩端医院
（962）1368　沼津市大手町

歯　科
９：00～15：00

17日
㈰

小川歯科医院
（993）3200　裾野市佐野

18日
㈷

伏見歯科医院
（972）3040　清水町伏見

24日
㈰

大城歯科医院
（973）2900　清水町新宿

31日
㈰

太田歯科医院
（972）1318　清水町長沢



あ つま れ
お ともだ ち１歳６カ月の１歳６カ月の

H26.11月生まれ

6月10日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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